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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月15日(2020.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共重合体Ｘおよび溶媒を含むリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物であって
、
　前記共重合体Ｘは、単量体組成物Ｘを重合して得られ、
　前記単量体組成物Ｘは、エチレン性不飽和カルボン酸化合物（Ａ）と、エチレン性不飽
和結合を有する共重合可能な化合物（Ｂ）とを含み、
　前記エチレン性不飽和カルボン酸化合物（Ａ）は、エチレン性不飽和カルボン酸および
その塩の少なくとも一方よりなり、
　前記化合物（Ｂ）は、２０℃における水１００ｇに対する溶解度が７ｇ以上であり、
　前記単量体組成物Ｘは、全単量体中の前記エチレン性不飽和カルボン酸化合物（Ａ）の
割合が２０．０質量％以上７５．０質量％以下であり、全単量体中の前記化合物（Ｂ）の
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割合が２０．０質量％以上７５．０質量％以下であり、
　前記共重合体Ｘの電解液膨潤度が１００質量％以上１２０質量％未満であり、
　ここで、前記共重合体Ｘの電解液膨潤度は、前記共重合体Ｘを含む水溶液を、湿度５０
％、温度２３～２５℃の環境下で乾燥させて、厚み１±０．３ｍｍに成膜したフィルムを
、温度６０℃の真空乾燥機で１０時間乾燥させた後、裁断して得られたフィルム片Ｘの質
量Ｗ０と、前記フィルム片Ｘを、温度６０℃の環境下で測定用電解液（組成：濃度１．０
ＭのＬｉＰＦ6溶液（溶媒はエチレンカーボネート（ＥＣ）／エチルメチルカーボネート
（ＥＭＣ）＝３／７（体積比）の混合溶媒、添加剤としてビニレンカーボネート２体積％
（溶媒比）を添加））に３日間浸漬した後の前記フィルム片Ｘの質量Ｗ１とを用いて、電
解液膨潤度＝Ｗ１／Ｗ０×１００にて算出されるものである、リチウムイオン二次電池電
極用バインダー組成物。
【請求項２】
　前記エチレン性不飽和カルボン酸化合物（Ａ）がエチレン性不飽和カルボン酸塩を含む
、請求項１に記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項３】
　前記共重合体Ｘの電解液膨潤度が１１５質量％以下である、請求項１または２に記載の
リチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項４】
　前記共重合体Ｘが水溶性である、請求項１～３の何れかに記載のリチウムイオン二次電
池電極用バインダー組成物。
【請求項５】
　前記単量体組成物Ｘは、ポリオキシアルキレン構造および２つ以上のエチレン性不飽和
結合を有する多官能化合物（Ｃ）をさらに含み、全単量体中の前記多官能化合物（Ｃ）の
割合が０．１質量％以上２０．０質量％以下である、請求項１～４の何れかに記載のリチ
ウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項６】
　前記単量体組成物Ｘは、全単量体中の前記エチレン性不飽和カルボン酸化合物（Ａ）の
割合を全単量体中の前記化合物（Ｂ）の割合で除した値（Ａ／Ｂ）が１．５未満である、
請求項１～５の何れかに記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項７】
　前記共重合体Ｘがカルボン酸リチウム塩基を含む、請求項１～６の何れかに記載のリチ
ウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項８】
　前記共重合体Ｘが水溶性であり、そして更に電解液膨潤度が１２０質量％以上の水溶性
重合体Ｙを含み、
　ここで、前記水溶性重合体Ｙの電解液膨潤度は、前記水溶性重合体Ｙを含む水溶液を、
湿度５０％、温度２３～２５℃の環境下で乾燥させて、厚み１±０．３ｍｍに成膜したフ
ィルムを、温度６０℃の真空乾燥機で１０時間乾燥させた後、裁断して得られたフィルム
片Ｙの質量Ｗ０と、前記フィルム片Ｙを、温度６０℃の環境下で測定用電解液（組成：濃
度１．０ＭのＬｉＰＦ6溶液（溶媒はエチレンカーボネート（ＥＣ）／エチルメチルカー
ボネート（ＥＭＣ）＝３／７（体積比）の混合溶媒、添加剤としてビニレンカーボネート
２体積％（溶媒比）を添加））に３日間浸漬した後の前記フィルム片Ｙの質量Ｗ１とを用
いて、電解液膨潤度＝Ｗ１／Ｗ０×１００にて算出されるものである、請求項１～７の何
れかに記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項９】
　前記水溶性重合体Ｙの配合量を前記共重合体Ｘの配合量で除した値（Ｙ／Ｘ）が０．０
１以上０．５以下である、請求項８に記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組
成物。
【請求項１０】
　前記水溶性重合体Ｙは、フッ素含有単量体を含む単量体組成物Ｙを重合して得られる、
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請求項８または９に記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項１１】
　前記共重合体Ｘが水溶性であり、そして更に粒子状重合体Ｚを含む、請求項１～１０の
何れかに記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項１２】
　前記粒子状重合体Ｚの配合量を前記共重合体Ｘの配合量で除した値（Ｚ／Ｘ）が０．０
５以上３以下である、請求項１１に記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成
物。
【請求項１３】
　前記粒子状重合体Ｚのゲル含有量が８５質量％以上９８質量％以下である、請求項１１
又は１２に記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項１４】
　前記粒子状重合体Ｚの電解液膨潤度が１４０質量％以上８００質量％未満であり、
　ここで、前記粒子状重合体Ｚの電解液膨潤度は、前記粒子状重合体Ｚを含む水分散液を
、湿度５０％、温度２３～２５℃の環境下で乾燥させて、厚み１±０．３ｍｍに成膜した
フィルムを、温度６０℃の真空乾燥機で１０時間乾燥させた後、裁断して得られたフィル
ム片Ｚの質量Ｗ０と、前記フィルム片Ｚを、温度６０℃の環境下で測定用電解液（組成：
濃度１．０ＭのＬｉＰＦ6溶液（溶媒はエチレンカーボネート（ＥＣ）／エチルメチルカ
ーボネート（ＥＭＣ）＝３／７（体積比）の混合溶媒、添加剤としてビニレンカーボネー
ト２体積％（溶媒比）を添加））に３日間浸漬した後の前記フィルム片Ｚの質量Ｗ１とを
用いて、電解液膨潤度＝Ｗ１／Ｗ０×１００にて算出されるものである、請求項１１～１
３の何れかに記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物。
【請求項１５】
　前記粒子状重合体Ｚが、スチレン－ブタジエン系重合体およびアクリル系重合体の少な
くとも一方である、請求項１１～１４の何れかに記載のリチウムイオン二次電池電極用バ
インダー組成物。
【請求項１６】
　請求項１～１５の何れかに記載のリチウムイオン二次電池電極用バインダー組成物およ
び電極活物質を含む、リチウムイオン二次電池電極用スラリー組成物。
【請求項１７】
　集電体と、前記集電体上に形成された電極合材層とを備えるリチウムイオン二次電池用
電極であって、
　前記電極合材層は、請求項１６に記載のリチウムイオン二次電池電極用スラリー組成物
を用いて形成される、リチウムイオン二次電池用電極。
【請求項１８】
　下記式（１）で算出される電極活物質の被覆度が０．２５以上０．７０以下である、請
求項１７に記載のリチウムイオン二次電池用電極。
　　　電極活物質の被覆度＝（電極活物質のＢＥＴ比表面積－電極のＢＥＴ比表面積）／
電極活物質のＢＥＴ比表面積・・・（１）
【請求項１９】
　正極、負極、電解液およびセパレータを備えるリチウムイオン二次電池であって、
　前記正極および負極の少なくとも一方が、請求項１７又は１８に記載のリチウムイオン
二次電池用電極である、リチウムイオン二次電池。
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